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くそマンをプロモーションしてどうすんだ


 





くそマンシリーズ　というか　擬似うんこ製造マシーンⅣコマ漫画


 
 擬似うんこ製造マシーン　と検索してヒットするイケてるマンガは「くそ４コマ漫画」シリーズだけ！


 　のキャッチコピーで「くそ四コマ漫画」。ひらがなカタカナ漢字漢数字と、なんで数字をいれなかったのか、失敗しているのだが、有名でありたい願望に殺人予告！　それは 50 代でもパンタロンでセクシーでありたい発言に殺害予告だろう。

　持論の肛門期ギャグ満載で送る。

　世間様にクソぶちまけている、長州力イズム。

　飛ぶぞ!!

　クオリティーのディスカウント、ダンピングの嵐。ダンピングの愛の嵐。お尻に注射を打つ。ほぼ全裸のふんどしバレエ。

　クオリティーは低いが、クエリティーは高くない。

　睡眠薬を打たれる時、「もわほー」とか「はにほー」とか、「そこはウパーだろ」と。（アリスソフトさんの影響って、すごい鬼滅の・・・まあ、いいや）

　そういえば、第二巻を一頁だけKindle UNlimitadで見た人がいる。

　あの一頁目を見て、お腹イッパイになっちゃった、みたい。

　尻たければ、Kindle UNlimitadで見よう、ということだろう。

　お尻の穴が小さいという事と関係するか、「そんなところに聖体入らないよ」と。（発禁になるよ、それゃ）

　タイトルをⅣコマにすれば、よかったかな。

　たまにⅡコマ、即オチで、やっているけど、即オチニコマは実は手を抜いている。

　言わなくてもわかる。

　手を抜いているマンガにもっと手を抜いているって、どういうことなのか？

　飛ぶぞ！

　「オレたちはポプテピピックのかませ犬だ」

　名勝負数え歌・・・そうかポプ子とピピ美、長州と藤波だったんだ。破壊的な歌唱力で「マ゛ッ゛チ゛ョ゛ド゛ラ゛ゴ゛ン゛」と、今、新日のスター選手、歌を出さない。（コーラスの人の歌詞で藤波は「か゛れ゛い゛な゛わ゛づぁ゛で゛」と歌う）







キンドルだとヤバそうなのは載せられない


 　ここに掲載される画像は、著作権的にまずそうなモノばかりである。

　キングレコードは、安心して使えるようだ。

　これがディズニーだと、

「これだからイエローは人の知財を掠め取る地球の劣等民なんだよ」

　と、ＷＡＰＳに言われる。

　「蒸気船ウィリー」の著作権は、もう切れてるけど、商標登録されているのは、使っちゃダメ。たぶんマグカップとか、勝手に作って売っちゃいけない。

　それとは別に実は容量的に問題があり、漏れたモノを掲載。

　ディズニーのミッキーはシルエットなのに、「もぐらのクルテク」は思いっきりパクってるけど、Ｅテレはチェコをなめてるから。

　彼の国を代表するトーキングアニマルを、思いっきり○国みたいな。中○じゃないよ。中○人が「これダカラニポンジン、昔（古代中世）から中国のモノをみんな真似するアル」と、今時しゃべらない協和語をしゃべって抗議。

　ドラえもんととらえもん（うまい棒）の関係なのか


 　スラブ民族を下に見ている。（いずれツァーリ・プーチンが来る？）

　軍事力が低いから？

　世界人形劇協会だっけ、そこから刺客がこないか、心配しない。

　「我々はウニマを下に見ている。ディズニーさまを上に見ている」と石澤典夫の声で、ナレーションしている。

　○国のこと、パクリとかいうの、筋違いで、けっこう日本もナンカやってる。

　チェコ人が日本に留学か、なんかでやってきて、Ｅテレ観て、「あっ、もぐらのクルテクやってる」と思ったら、「ねほりんぱほりん」だと。衝撃だから。子供の頃にどの国でもあるトーキングアニマルがアニメ化された放送を観ていて、他国で人形劇になっている。

　ドラえもん観ていた子供が大きくなって中国行ったら、うまえもん見せられたみたいな、衝撃！

　「うまえもんは、日本ですよ」

　と、うまくブーメラン。

　調べてみると、絵本で出されたクルテクの著作権はは、失効しているかもしれない。 70 年以上前だと、そうなる。

　「肘をつく」でナッジという意味だ。

　マッチじゃない。

　「ナッジでーす」「黒柳さ～ん」「オレもみ消せる権力持ってるから」

　そうして、やばいネタを掲載。

　肘をつくではなく、肘鉄ではまずい。

　（昔は、アメリカもヨーロッパの書籍をパイレーツアメリカンでめちゃくちゃ海賊版を国内で売っていたらしい。すすめ!!パイレーツってそういう意味だったのか）
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特別企画・内容紹介の穴埋め問題


 以下の文は「くそ四コマ漫画　二」の内容紹介です


 ・内容紹介

　「オレたちは

　悪の【　　①　　】だ」


 　終わりかけている【　　②　　】で、女性もけっこう読んでいた「【　　③　　】」 01 から 07 に掲載していた、くそ四コマ漫画をまとめた嫌儲に酷く憎まれる本。

　マンガのクオリティーは低いけど、心意気は無駄に高い、内容を尻たければBOOTHにある【　　④　　】の横本（SideBook）を閲覧すると、わかる。（わからないかもしれないが学習教材マンガと同じ内容でPixivに会員登録して手続きして「ファンメイクでもＥ！」を読むな！）

　お求め安い価格で提供する【　　⑤　　】の出血大サービス。

　「もぐらのクルシク」のパクリで【　　⑥　　】が攻めてくるぞ。

　Ｅ●レには貸しは無いけど、借りができてしまう。聞き出して掘り出すのは、「なのはんフェイト　人間ではない予報」！

　ぼくの名前は　なのはん（【　　⑦　　】）♪

　【　　⑧　　】の名前は　フェイト（悪党）♪

　二人で性根をたたき出すぞ！

　【　　⑨　　】人間を丸裸（物理的）♪

　【　　⑩　　】！　ことも♪

　【　　⑪　　】ダメ！　なことも♪

　ぐりぐり　【　　⑫　　】

　ヤンマーに著作権がある歌の替え歌の替え歌も掘っちゃいけないよ。そんなところ。

　「四コママンガって本当に面白いね」


 　検索キーワードに惜しくも漏れた候補は「やおきん」「一兆円トーナメント」「【　　⑬　　】」「お金を払ってくれる女性は特別です」「スラハラ」

「【　　⑭　　】」は無し。ワード漏れ。（作者のラジオネームだから優勝しても使用は厳禁）

＊　痔っちゃダメ　は痔を触っちゃダメを縮まった言語学でもちゃんとある用語で、説明しない。


 問題文をよく読んで、次の中から答えを選んでください。回答案の中から選択し、答えが無かった場合、自分が正解と思う「祈りの言葉」を紙に書き、川に流してしまおう。


 ＊①

　１　瀬戸大地

　２　中出汁膣道

　３　渾名がもぐらの森やすじ　（本当）

　４　ねほりんぱほりん


 ＊②

　１　平沢勝栄

　２　菅総理大臣

　３　安倍総理大臣

　４　真田一虫


 ＊③

　１　ジャニーさんに呼ばれて行かなければいけない個室の天井

　２　つげ義春が押し込められた便所の壁

　３　コドクの壺の内部

　４　大ドラゴニアの通路のポスター


 ＊④

　１　三郎

　２　しゃぶろう

　３　珍三郎

　４　アイスホッケー部で狂ってちんちんをしゃぶろうとした奴　「わあ　おいしそうなマツタケだぁ」（と確か言っていた）


 ＊⑤

　１　虹色

　２　女の子の出す潮

　３　聖水　（但し美女のモノに限る）

　４　素直に顔射


 ＊⑥

　１　浅草キッド　「他に道無き」

　２　イスラミックステート

　３　水島新司の軍団

　４　擬似うんこ製造ストロングマシーン軍団


 ＊⑦　答えは外道

　１　河原純一のソープボール

　２　鬼畜萌え

　３　松崎くんが有吉先輩に渡したソフト

　４　「父さんはＮＴＲが好きだな」

　５　i don’t like Nomi san


 ＊⑧

　１　わたし賃は一万円（栄養費）

　２　ワタシ　は　日本語　を　学びにきました

　３　渡部建をいじるのは良くない

　４　閲覧数を稼ぎたいから　鬼滅の刃


 ＊⑨

　１　基地外

　２　気違い

　３　かいぞう

　４　闇高校


 ＊⑩

　１　知りたい

　２　siriにセクハラ発言

　３　シリア難民の子供を閉じ込めるいじめを愉しむ入管

　４　しりこ玉


 ＊⑪

　１　じっちゃんの名にかけて！

　２　じいじのコネ

　３　Ｇセルフの青い空　「よく考えたら、自慰セルフってすごい名前」

　４　寺院にて十字架オマリー


 ＊⑫

　１　中出しジャパン

　２　アナルを掘る

　３　穴を掘る

　４　そこを掘られるとＥテレがやばい　クルテク！


 ＊⑬

　１　日常的空気系萌えマンガの反物質

　２　「きらら展に行って来たら、そういえばダイミダラーもきらら系の雑誌に連載されていたんだった。いいのを釣ったな、大場くん」

　３　すーちゃん

　４　美香しゃんと美優さま


 ＊⑭

　１　ミスターポコチン

　２　ミスターぽこちん

　３　ミスターちんぽこ

　死　やついいちろう


 紙に書き、川に流してしまおう。として、本当に川を流し、後で「よくも川を汚したな」と、河童に襲われてしりこ玉を抜かれても、尻ません。







新しいメソッドの習作あるいは目覚めたシステムの黎明　２







新しいメソッドの習作あるいは目覚めたシステムの黎明　２


 では、続きである。


 　ガウディが出てくる戯曲はセットが大事になるという、何かの破片を割って、ぺたぺた貼る。そういうセットを作り、壁に築く。マンガ家ならスクリーントーンの切れ端を集めたような、今までも戯曲で作った舞台のゴミになってしまう材料の余り、「それ『天地創造デザイン部』と元ネタが同じ、ウエケンのマンガじゃん」という事である。

　担架でガウディが運ばれてくるとか、担架の布が路上生活者の衣服を縫い合わせたリアリズムだと路上生活者から中古販売で買うか、物々交換。

　影の中に照明をあてて、グウェル公園のトカゲみたいなのが浮かび上がり、影が動けば、トカゲも動く。トカゲの形をした聖霊はガウディから離れる。聖家族否定で、外尾さんは石にノミを打ちながら「こんなのガウディじゃない」と涙する。

　サグラダ・ファミリアはその聖霊が宿って生まれる。

　そんなセットは人間の尺度も影響する、人間は万物の尺度である、人間本位説の言葉である。

　ＳＦでこのような考えがあるのは、人間の身体サイズが小さいと分子間力が働く。小さな人間が持ちやすいおちょこでは、気圧も作用するが、分子間力で水が落ちてこない。現在のサイズが適量、適性、それが得てして本位説の原点になる。

　だからル・コルビュジェのモデュロールか、丹下モデュロールか、である。

　丹下さんはまあ言ってはナンだけど、小柄だったから大きな建築を目指し、千利休は大柄であった事は近年発見された甲冑でわかり、その人物が狭い待庵を考案であり、何かサイズの反転があるようである。

　政治的には、巨体の自分が狭い空間にいて、下克上して成りあがった戦国武将に気圧されないようにするためだろう。あんな小さな場所に刀も持たないで、当時巨人と言われかねない身長で、仏頂面のおっさんに会ったら、威圧感十分で気後れする。マンガ『へうげもの』の千利休の顔が（小さなコマ割で待庵に入り、ページをめくると）見開き二頁どアップを想像する。

　セルフプロデュース、あるいは自己演出があると、そこがセットの効用であろう。自分の背が高いから天井が高いとか、用的な所もある。

　近代的な設備で実演されるのが、近代演劇となるか、そこにも懐疑の目が向けられる。

　押井守さんが『スカイクロワ』でキルドレの所在無さを表現するため、セットの縮尺サイズを大きくしたように、逆にサイズを小さくするのも、ありである。待庵の逆。

　人間に合わせるか、セットに合わせるか、舞台演劇永遠の課題である。

　待庵は、リアの奥深くに設置して密談するという、体格のいい演者と秀吉的小柄な丹下さんを選べなかった際に使われる。これもまた、鴻上さんの本の話だけど、俳優事務所に背が高い人、背が低い人が所属していない。

　すると俳優で演出が限られてしまう。

　黒澤明が大玉を使って撮るのと同じ。オペラグラスで観てもらえば、いいのでは？　『家族ゲーム』の車での会話、密談というか、茶室としての機能で、謀議を図ることの場としているようだ。クロサワだったら圧縮望遠レンズで抜く･･･後に『椿三十郎』を森田芳光がリメイクするって、正しいのかもしれない。

　由紀さおりが伊丹さんに連れて行かれるのは、何か、ありそうな予感を出している。この頃の由紀さおりは、妙に色っぽく車で何かするのでは？　と期待してしまう。私ならつい窓が曇っている画を作ってしまう。（セリフでは若い頃のそういう至らなさが夫婦を生み出しているとある）

　一戦が終わり賢人イタミとなってはいないが、エディプス悲劇を避ける内容を語る。原作にあるのか、森田演出なのか。原作小説や戯曲に書かれていない事が、映像や舞台の上で視覚的に表すのが、演出だから。

　丹下さんの場合、小さな日本人でも、大きな建物が作れるという思想だったのか、高度経済成長のモニュメントとしての大建築を作っている。都市計画・東京１９６４？　だっけ？　これに影響されて、『俯瞰の男』で大学を中心とした放射線上の学園都市を設計している人物を出した。

　それでたまたま東京に行った時に、都庁前で霧が出ていて、まじりっけなしのナチュラルなリドリー・スコットの映画みたいになっていた。サーの映画テーマパークに来た。

　プレイステーション・シリーズで再現したら、ポリゴン数がいくつか？　そんなくだらない事を考えてしまった。

　無茶な接続をすると、鼓一つで霧がむせぶとか、能舞台で立つ、ということは伝統演劇となる。そのための身体を習練で身に着けないといけない。

　同じネタか、「風姿花伝」の芸は七歳から型・伝統偏重メソッドの早期教育を受ける。荻村伊知郎の「反応速度を鍛えるには早期教育」のような、事だろうか。


 
 
 続き　は　有料本で


 
 





書評系　座頭市の人生を生きる　春日太一『天才　勝新太郎』


 　「俳優は役の人生を生きる」＊

　とは、もちろん大スタニースラフスキーの言葉である。

　非スタニースラフスキー系の極北といえる、そもそもスタニースラフスキーシステムの外にいる勝新太郎も結局は座頭市というあたり役の人生を生きた。

　そもそも芝居をつきつめていくと、ここに到達するのか、オレが座頭市だ、みたいな事を言い出す。

　「座頭市はそんなこと言わない」

　と、まるで座頭市が憑依しているのが勝新太郎である。

　アントナン・アルトーは黒死病が蔓延し、巫女さんが奉納歌舞伎の如く疫病退散の神に捧げる劇、キリスト教圏であっても民間信仰でやっていた、そういう事を著書で書いている。アウトサイダーアーティストにして残酷演劇のアルトーは近代演劇の政権与党であるスタニースラフスキーに対抗しようとした。のだが、その生涯は儚いものであった。

　トランスというか、こうしたシャーマン型、遺伝的に一定数発現するのではないかと、最近は思うようになった。シャーマニズムと演劇、それは別にしておこう。

　私はカツシンをシェイクスピアがあて書きしたのが、フォルスタッフと冗談で言っているのだが、本気というか、逆ではないか？　遺伝的形質が同じ俳優をあて書きした結果、フォルスタッフというヒットをした役を戯曲に書けた･･･つまり同じ物（冗談から駒？）ができた、とするのが、 21 世紀の分子生物学的見解となる。

　このたとえでわかるか、一騎当千の豪傑一人に頼っていた戦争を、大スタニースラフスキー先生はファランクスのような密集陣形を編み出して集団戦で対抗するのを、近代演劇期に演出してしまったということなのか。

　それでも一騎当千の豪傑には時代を超越した魅力がある。

　『ハムレット』の道化ヨリックは、フォルスタッフ役の俳優が亡くなってしまった事を悼んでいるのではないか？　そんな説もあろう。「ヘンリー五世」で活躍するはずがペストが流行って役者が死亡降板で、メメントモリである等とは、文献には無いが想像される。（ジョン・ヘイスティングの存在でこの説は否定される）

　ハムレットに冗談をよく言っていた道化は俳優本人を暗喩し、子供の時分の幸福な思い出が「しゃれこうべ」というタイムカプセルとなっているのは、「ヘンリー四世」シリーズが自分の絶頂期であると、沙翁の自分史が語られていると

思える。（「ありえない未来の思い出たち」第四巻では別の人物の説をあげる）

　そして『天才　勝新太郎』を読むとヨリックとなった人もいる。別の本（『偶然完全』）では、鴈龍さんが十二月の命日に必ず、墓参りに行くとされる。

　話を戻すと、同じ役を続けると、自然と憑依型になる。

　舞台演劇であたり役を千回近くやったら、それは憑依型にならない方がおかしい。演出家の言っていたことも、そぎ落とされて、リラックスして演じられる。毒気というか、いらない余計なものが抜ける。（そういう役が憑依しているかのようだと共演者からの証言がある）

　座頭市は映画で二十七本も作られ、人気を博してテレビドラマも作られ、テレビシリーズは全百話とされる。

　『天才　勝新太郎』では、そんなカツシンの横顔をスタッフたちに取材して浮き上がらせようとしている。

　基本、座頭市が憑依するのだが、勝新太郎はそれに甘んじない。天才の所以である。神が降りる霊性を得ても、まだ何かできると悪あがきするのだが、それがいたるところで皺寄せが寄れば、無理も起きて、そのもっとも足るものが撮影日になっても脚本ができない。

　井上ひさしもなかなか脚本が完成しないとか、やっと出来たホンで初日を迎えカーテンコールで役者たちがやりきっているところに、脚本の直しを入れた井上ひさしがやってくるという、微笑ましい演劇人の姿として語られているが、それに巻き込まれる当事者たちは、ありていに大変であった。

　そのインスピレイションよりも高い地平を望む。もしかしたら、それを望まなくなったから、往年の映画俳優、スターを生まれなくなったという観測も出る。

　勢いのある頃は、どのジャンルでも似たような事をしている。韓国ドラマが『冬のソナタ』で流行っている頃には、その日に撮った映像素材を編集して、晩に流しているというニュース映像のような、撮って出し放映をして送り手も受け手も熱があがるので、放送に夢中になって観てしまう。

　だけど、たけちゃんが首をかしげながら「放送にアナあいちまったら、どうすんだよ」となりそうである。（テレビアニメではそれ用の総集編が流れる）

　三味線だけやっても、いずれは人間国宝になれるような逸材、三味線弾きでも十分であったが、新聞に載るような人物になりたいから映画俳優を志す。（現在の有名人の薬物スキャンダルの先鞭）

　スター候補生だが、市川雷蔵とは差があるルーキー時代、その差を埋める修行時代、スターのモノマネからはじめる。「まねる、まねぶ、まなぶ」である。これは千田是也さんの『演劇入門』を参照したのではないかと、考えられる。

　座頭市があたるまで当然の不遇時代はあったが、いつの間にか梨園の姫様・中村玉緒を嫁にしたり、スター人気をもぎとりカツライス時代を築き、勅使河原宏さんと出会ったのが契機となり、監督としてひとつ皮がむけて、ヌーベルヴァーグ的、ＡＴＧ的な事をやりはじめる。後にタランティーノに影響を与えて、市本人に会えて喜ぶ。　カツシンを中心とした旅一座の座長芝居、口立てで脚本を作り、それをさらに変化させていくように、テープに吹き込んだストーリーを脚本に書き起こす。つかこうへいもそうだが、せっかく覚えたセリフを度々変更する。

　映像制作の生産ラインには乗りにくい造り方をメジャー配給で上映できた。日本映画界が幸福だった最後の時期に狂い咲いた徒花で、その曳光はテレビに移った。

　再び、映画で『座頭市』をできる――やはりカツシンは座頭市の人生を生きる事を選ぶ。

　そして創作者は創作に復讐される。

　役の人生に生きた、勝新太郎の話である。


 同時併行として読んだ書籍

『偶然完全　勝新太郎』　田崎健太

『俺・勝新太郎』　勝新太郎

『演劇入門』　千田是也


 ＊　スタニースラフスキーのおことば

　われわれの芸術では、演っている間中、またいつ演じても、役に生きなくてはならない。作りかえる度毎に、あらためて役に生き、あらためて役を体現しなくてはいけない。

　　　俳優修行より　訳・山田肇
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「広告をしないで～と言わないで♪　他にやること　無いプロモーションブックだから♪」
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日記なんて誰が買って読むんだよ　Ⅱ







日記はフリーミアム


 　こちらは、「針もぐら日記」の宣伝、ということになる。

なかなか時間が取れず、

　「山あらし日記」も出ることになった。

　量的に多くて日記を書きすぎたのである。

　「がんばりすぎたな」

　と、私個人が『逆襲のシャア』を観て得た流行語があるが、「がんばりすぎてる」


 　実は何もネタが無いのである。


 　正直、くそマン第一巻のセリフである。

「マネタイズ」

　と、一番Businessになりそうなところが、

　「ア～　マ～　ゾ～　ン～」

　である。

　これでは、何を言っているのか、わからず、

ポロロッカはアマゾン川で起こるのか、

　無料提供、それで近年だと新型コロナによる緊急時代宣言で大手の有名なマンガ等が無料にされて


 　養殖モノである。

アマゾンズの情報は「アメトーーク」だけで、

全部観ていないのだが、なんだろう。


 　noteとか、いろいろあるけど、とりあえず

　「ア～　マ～　ゾ～　ン～」

なのだ。

　無垢なアマゾンを食べるのである。


 　進撃の巨人の主人公なら、アマゾンを駆逐してやる。

　外資と仲良くか、国産の楽天に







あの日の日記　掲載用　テキスト編集　板2


 　近衛おやかた指揮の「三文オペラ」のオープニングを聞いたり、いろいろ聞いたりしている。別に音楽が必要というわけでなく、常に聴いている。

　久石譲の『風立ちぬ』と『かぐや姫の物語』の劇伴のＣＤを借りてきて聴いて、「動画サイトでタダで手に入るのに、こいつは情弱か？」と批判されるようなことをしているが、それでもいいじゃないか。情弱だからって、クインシー・ジョーンズから取られた筆名だって知っている。

　それにしても「旅路」と「天人の音楽」はすごい。

　『風立ちぬ』では、メインテーマ「旅路」をライトモチーフにして、そのバリエーションでいろいろ作曲している。ミニマルミュージックの作曲法はこうなる。

　マイケル・ナイマンの『Enemy Zero』も同じ作曲法だ。（そういえば細田守監督も絵コンテ切っている時は変な現代音楽をかけていなかったか？）

　ナイマンがミニマルミュージックの大家であるのは人に言われて、知ることじゃなくて当たり前に皆知っていることだから説明しないが、たしか「イイノはイノベーションのイノ」でも触れるはずだが、ゲームのピコピコ音はミニマルミュージックだから、機体が進歩して生音に近いモノをソフトに入れられるようになったとき、本物のミニマルミュージックを挿入したら、どうなるのかというのが、ナイマンの起用理由だったのでは？　（坂本教授にオファーする予定を変えてナイマンにした）

　故人については「イイノはイノベーションのイノ」でできるだけするので、「旅路」のことに戻れば、あまり言えないや。植松伸夫の影響を久石に上書きしている。

　つまり、久石の影響があるなら、ミニマルミュージックを作曲して、ＤＴＭあるあるで運指できない音符を記譜してしまったり、「Bettle of マクベス」と「マクベス、そなたは善き人だ♪　今日という日は聖別された♪」には同じフレーズが使われているとか、マクベスってＭなんだけど、「セックスの虜バラード」にも同じ言葉をあてる。ヨーロッパの中二病患者を喜ばせる記述をしても･･･女教皇ヨハンナは本当にいたのか、いなかったのか？　いないのなら作る。それが創作。


 この　最近聴いた音楽　の続きは　「針もぐら日記」にて







大人になったらジブリを･･･
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ディズニーへの不確かな返礼


 　どうも、『崖の上のポニョ』には、単なるボーイミーツガール・アニメーションではなく、ディズニー社がドロイングアニメーションのスタジオを閉鎖した事による影響で生まれた、という状況論が成り立ちそうだ。

　絵コンテ集の付録にある演出覚書にある“手描きアニメの継承”とは、ディズニーアニメの継承だ。つまり正式にはボーイミーツ・ドロイングアニメーションだったのが『ポニョ』で、『かぐや姫の物語』が戦後アニメの自意識、半生として観れるように、ディズニーアニメとの出会い、そして幸福な結末の帰結としての婚約である。

　そこまで到達する中間にあるのが、ちょっとした冒険だ。

　物語中盤で町が海に沈む、そのモチーフは先行作に見受けられる。『パンダコパンダ』の「雨ふりのサーカス」や「銀河の魚」（大藤賞受賞）にあるように水没はアニメですでに表現されている。『カリオストロの城』の例もあげれば、二番煎じとなる。

　古代魚たちが、そこに泳ぐのは、ドロイングアニメーションの「古典」となった作品が、豊穣の海には実はいたというメタファーが水面下を臨むということであろうか。

　『天使の卵』の魚は「言葉」の暗喩であるが、海を泳ぐ魚を「アニメ」の比喩にしたのが『ポニョ』なのではないか？　かつてドロイングアニメーションにはカンブリア期があり、そしていずれ滅ぶ事も予見される。

　バージェス頁岩を割っていくと現れるカンブリア爆発した頃の生物たちの化石、頁岩の連なりを一枚一枚見ていけば、まるで動いて見えるようになる、それができるのがアニメ映画。（近年は仮現運動は神話であると研究が進んでいる）

　まさにアニメイトである。

　ポニョのいもうと達は、ディズニー外の他のアニメ制作者たちとも思える。

　ポニョだけは子供の血を吸った、子供の市場を得て成長したというメタファーを読み解くなら、『かぐや姫の物語』の竹やぶから金を得る翁と同じく、戦後アニメの急成長を表象し象徴化した行為であり、対照的にかぐやの急成長、押井守の指摘通りなら裸を誰かに見られる度に大きくなる（性徴する）のは、アニメ視聴者に観られているという「窃視される度に（市場が）大きくなる」という事だが、ポニョの人間化は高畑と宮崎の解釈の違い（成長と性徴の同音異義）として見るのが正しいのではないだろうか。

　子供の市場を得た、つまり東洋のディズニーで、ディズニーのスリップストリームが出来たから、日本の戦後アニメの隆盛がある事の「比喩」として見るべきだろう。

　宗介とポニョは母リサの安否確認のため、海を渡り養老院に行く事にする。

　ポニョの力で玩具のボート（ポンポン船）を大きくしているのだが、これは見ればわかるが「蒸気船ウィリー」を小さくした物である。彼らはピクニックのような準備をして出かける。

　その冒険の途中、同じくボートに乗る授乳期の赤ちゃんを持つ夫婦に出会い、『銀河鉄道の夜』にあるジョバンニが病に伏せる母のためにミルクを持ってくる事を引いているのか、家から水筒に入れて持ってきたスープを母親に与える。

　このシークェンスをどう評価すべきなのか、確かに、我々は乳離れしたのは正しいと思う。

　宮崎の視点では３Ｄアニメが当時まだ赤ちゃんだったという解釈では？　母親の弁ではスープを赤ちゃんが直接飲むことは、まだできない。しかし、やがて、おっぱいになり、玩具殺しのシドが作ったクリーチャーのような顔つきの赤ちゃんに飲ませるという、話をする。（玩具殺し＝子供向けドロイングアニメーション殺しか？）

　ドロイングアニメーションは３Ｄアニメを作る栄養素になってしまうという、それでも「与える」事をためらわない。　外弟子に（#MeToo運動によってピクサーを追われた）ジョン・ラセターがいる。

　ディズニーに与えてもらった事をひとかどの思いがあって、このエピソードを描いていると解釈はできる。（あるいは水死したカムパネムラとも）

　解釈の件では、公開後に死後の世界を描いていると噂されたが、実はあてずっぽうと言えず、それは我々無宗教者の死後世界（伝統宗教と民族神話のあの世の集合）ではなく、手描きアニメの死後世界として、合っていたのでは？

　『ミヤザキストーリー』に拠れば、例の四国で漱石の著作（『草枕』）を読んで、風流などざえもんをモチーフとしているらしいが、ディズニーアニメの水葬にして、生まれ変わったオフィーリア、蘇るオフィーリアとして、ポニョはいる。（あるいは蘇るカムパネムラ）

　だからポニョ≒ディズニーアニメとしては、平面アニメのディズニーはすでに死んでいる。スタジオ閉鎖は平面アニメ映画を作らないということだ。

　海を越えてきたと、歌詞の「青い」海からやってきたは、「左右」か「上下」どちらかの対称性を持つ事を結果的に、色彩対称性の海と空、の海からやってきたと歌詞で歌われる「青い海」の向こうにはアメリカ大陸がある。

　もちろんディズニーアニメの事で、そこに大川博の発言「東洋のディズニーを目指す」を遺言に託され受け取ったわけではなく、ディズニーアニメを自らがやる。自らやってみたから、莫大な数の動画枚数をかける。

　カートゥーン・サルーンは北欧のディズニーを目指すをやっている。『ロング・ウェイ・ノース』ではディズニーが目指さなかった極海を目指す。そこしか未踏地が無いからだ。彼らは彼らなりに「欧州のディズニー」を目指す。主人公の亡くなった祖父とは、ディズニーが暗喩されるが、ディズニーに代入すべきものが、かつての東映動画になってしまっている。

　ポニョ父フジモトの集める水、なんとなくフィルムにまつわる化学品であると、思われる。

　現像するための薬液に見立てるべきだ。だから海底の棲家は、そのままラボ――現像所（なんとなく声の主である所ジョージの世田谷ベース的でもある）のような場所である。

　生命の水、いろいろな事がいろんな可能性があった、アニメイトの秘水はカメラの仕組みで可能になるという、秘められた「魔術」が語られていたようだ。

　デジタルカメラ普及以前のカメラは光学機械、紙焼き写真は化学製品である。ありていな言葉、高度な科学は魔法と変わりない。（しかし魔法は科学ではない。科学で理解できるとしたら、それは堕落した魔法である）

　錬金術師の末裔たち、光学の魔法使いとしての写真家も廃れた時、被写体としてのグラン・マンマーレ、つまり、今までの映画女優の集合体もまた、いなくなる。『雪の女王』の雪の女王は最後に退くが、海の女王のグラン・マンマーレもまた、納得する理由が開示されずに何故か「後は若い者に任せて」のように後退するのである。（映画監督がよくやる好きな映画のオマージュ）

　つまりオフィーリアはフィルムの荒波、その上を走るポニョということになる。ディズニーアニメの擬人化、擬魚化がポニョでリトルマーメイドといったプリンセスストーリーでは無いというエクスキューズもあるが、すると古代魚ディプノリンクスが泳ぐのは、銀塩の海であったと、腑に落ちる。

　イジー・トルンカも一時期ディズニーアニメを目指して、それを東側で物資が不足するなどの事情が想像されることがあって止めて、だけど「スラブのディズニーを目指す」を人形アニメでやっていた。

　「近代アニメの巨匠たち」を古代魚は象徴し、彼らが泳ぐ海なのだろう。

　宗介はそんなディズニーアニメの許婚である。

　本当は、「ディズニーアニメが好きだったんだよ」というラブレタームービーという解釈が『ポニョ』ではないのか？　ティム・バートンの『ビッグフィッシュ』が亡くなった父への「愛悼」であるように。（「哀悼」はあっても「悼み愛する」という語は存在しない造語）

　その反対側から見る、ドロイングアニメーションは、子供を純粋に愛している。無償の愛に近い。宗介はその愛に純粋ゆえに応える。

　それを私はありえない夢である事を、評論家だから、書かねばならない。子供向けのアニメ映画にこれを言うのは、野暮であるが。

　ここにディズニーとの和解を見るのか、それとも「もう、ディズニー離れしたよ」と、これからは与える側だ、という主張が込められているか、実際にジョン・ラセターに宮崎は与えている。（『アニメーションの心理学』にて森田宏幸・執筆の項では『カリオストロの城』を研究したとの証言が引き出されている）

　ともかくボートによる船出は、アニメのこれからの心細い旅立ちに思い馳せるという事にも言及できる。

　それはウィリー号のトーキー映画の草分けから出航して、多くの海原をかけぬけたディズニーアニメの象徴化する出来事で、そして共に渡ってきた思い出であろう。

　蛇足か、急に月が落ちてくるは、いずれドロイングアニメーションの終末が訪れる、と暗喩・予見されているのでは？　事実、宮崎の実子にして後継者と目される吾朗は『ローニャ』と『アーヤ』で３Ｄポリゴンのアニメを作って、平面アニメの後継者ではなくなっている。この件は偶然だろうが、あらかじめ見えていたのだろうか。

　企画開始の２００６年頃はテレビアニメシーンはビデオグラムの大収穫期で、公開当時の２００８年頃は、その余勢が続いていた。（現在はシュリンクして配信ビジネスに言及すると『星合の空』のような出来事も起きる）

　この時期以降に官主導のアニメミライは問題意識が同じであった。

　ドロイングアニメーションの技術継承、それもディズニー系の技術が日本に伝播されたものを継承させるのが裏テーマよろしく裏目標に掲げられていただろう。

　ディズニーだけではなくアニメのお家芸トーキングアニマル作品、七人の小人と呼ばれたセブン・オールドメンよろしくナインオールドウィッチの（監督が新人アニメーターの物語に擬えていると発言がある）『リトルウィッチアカデミア』である。

　ティム・バートンがディズニー・アニメーターだったので、『スリーピー・ホロウ』のように口蓋の内側にカメラを仕込む『デス・ビリヤード』など、どこに目を向けているかというと、ディズニーアニメ（とその周辺）なのだ。

　もちろん上映会系統のアニメの表現法も、一応はおさえてあるが、実はディズニー系統に偏っていたと、現在の目からは見えるのである。アニメミライとは、名前に反して東洋のディズニーの継承、復権のアニメカコなのである。配信ビジネスの前、ビデオグラムより昔の映画文化で、それは過ぎ去った過去だろう。

　だから、古代魚が泳ぐ海、水平は林子平の言葉通り、テムズ川から江戸湾まで繋がっているように、アニメ史の海は垂直的に繋がっていたのだ。海抜の水位が上がることでそれが露呈する。

　『ポニョ』の次が『風立ちぬ』で、久石譲作曲のメインテーマ「旅路」が流れる。

　色彩対称性の空を飛ぶ。飛行機の設計の物語だ。

　宮崎のアルターエゴの次郎は夢でカプローニと出会う。

　そして、菜穂子が平面の手描きアニメを作ることを「生きて」と伝えているようでもある。かつて自分が車に乗って空襲を逃れているのに、乗せてあげられなかった女の子（空襲下のオフィーリア）が自分に言ってほしかった言葉、その妄想である。

　ディズニーが戦略爆撃機の有用性を広めるアニメ映画を作ったように、『風立ちぬ』は飛行機の設計という、空を飛べるという「夢」を運ぶ乗り物でありながら、兵器にもなり爆弾を運ぶ「悪夢」の乗り物を作る物語である。

　アニメ史を紐解けば、海軍省でプロパガンダに使われたアニメ映画、しかし、だからこそ「夢」もまた描くことができる。両義性が歴史の中で対を成す。現実の空を飛ぶ夢の装置、それをアニメ映画とたとえないで、何を例えればいいだろう。飛行機の力を借りなければ、人は夢の中でしか空を飛べない。

　だとすればアニメとはまさに幻視である。

　宮崎の晩年期の作品群は、手塚の「アニメはメタモルフォーゼ」をなぞっている。少女は老婆に、魚が両生類に、さらに人型になる変身を表現し、そして菜穂子さんはディズニーアニメ、やはりドロイングアニメーションの化身、メタモルフォーゼした姿なのだろう。

　あるいは名前だけは同じ上橋菜穂子さんの守り人シリーズの挿絵を描いた二木真紀子さんの「偶然の追悼」になっている――これも予め見えていたのか、それとも「創作者は創作に復讐される」だろうか。

　『風立ちぬ』とは、そのドロイングアニメーションが死ぬという物語だ。その時代では、まだ治療法が無い結核とは、現在は施しようが無い、徐々に死んでいくドロイングアニメーションの「しゅくあ」「こしつ」がメタファーとして語られていた。

　今が一番美しいは、ドロイングアニメーションの今が一番美しいという時期が『風立ちぬ』制作当時だったからだろう。

　これは、誰かが書かねばならないが、あえて私が書こう。

　ディズニーアニメが死ぬ時、ジブリアニメもまた死ぬのである。

　宮崎が本当に夢の中で会わなくてはいけないのは、ウォルト・ディズニーなのではないのか。そう夢で出会うべきは、カプローニではなくディズニーなのだ。

　私は、宮崎の次作は、手塚治虫と出会ってほしい。

　アニメ作家の手塚を出してほしい。

　それが本当の「父との和解」ではないか。

　手塚に会うことで、ディズニーアニメは火の鳥、不死鳥になるのではないか。

　「キミたちはどう生きるべきか」には、死んだ父はディズニーであり、実は叔父が手塚ではないか、コンテクストがディズニー、サブテキストが手塚、裏目読みをすれば、そう見えるようにしてほしい。とは、まるでファンの叶わぬ要望のようだ。書き損じた。

　鈴木敏夫が父か叔父を高畑に誤認させようとするのは、プロモーションでわかる。いや、プロモーションを見なくても、わかる。誤認させる事を私はジブリアニメを卒業した汚い大人なので、その手にはのらない。

　燃える鳥の神通力がなければ、平面アニメは生き返らない、月が落ちてくるリミットは見えている。

　もう一度、あの夫婦に戻ろう。

　菜穂子と次郎が夫婦となって、子を成したという幻視にも見えるが歴史上は語るまでもなく、東映動画とおとぎプロの掛け合わせが虫プロである。

　その赤ちゃんに、ディズニーアニメの象徴化されたポニョ、死せるオフィーリアがスープを分け与える純粋贈与を幻視した夢の銀塩フィルムが『崖の上のポニョ』だ。

　クリフ・オン・ポニョ、崖の下にはシルバーマリンが広がる。

　その海を泳ぐ愛しのいもうと達、そして、彼らはロスト・シスターでもある。

　銀塩の海の彼方に消えていった。

　彼女らが不死鳥で蘇る物語を私たちはもう観る事はできない。


 ＊宮崎の死を悼む＊

【宮崎の訃報とともに出す「最後の資本家が少女ならキミは喜んで同志たちを裏切る」に収録される・・・だろうか。こんなタイトルだったっけ？　死亡特需で最後に「いつものアレ」みたいに京アニの近作を褒めて、それが私の「作家性だから」】

　田中国衛の死亡特需を狙っていた日本映画専門チャンネルみたいな。

　ところで執筆中に『ミヤザキストーリー』を読んでしまい、例の四国での取材期に漱石を読んでいた事が発覚して「そんなことジブリの教科書に書いてなかったぞ！」と、読み返していないのに、メロスのように怒った。悪者だったら「ネタ、パクったと思われるじゃねぇか！」と。ともかく、美しき水死人であるオフィーリア（翻訳家によってはオフェリア）もモチーフの一つとして、得ていたと。

　それにしても、ディズニーショックは果たして、『ゼルダの伝説　風のタクト』によって起きたのか、また謎、宿題ができてしまった。

　当時任天堂所属の小田部さんが中心で作って、本当の東洋のディズニーが生み出されていたわけではないのが羊一氏本人の発言でわかっている。（自分の預かり知らぬところで『風のタクト』は作られていたと発言が残っている）

　約三百万円のソフトウェアを買わなくても、ゲーム機の開発機材でディズニーアニメのような事が出来れば、手描きをするアニメーターたちを雇わなくていいという、人件費コスト上の問題、であったのか。

　メモとして『風立ちぬ』であった紙飛行機、ピクサーにも紙飛行機のアニメがあり、あの赤ちゃんが大きくなって恋愛する（を表現できる）までなったのだ。とは書きすぎだろう。

　一応否定しておくが、「東洋のディズニー」の離脱者達が後にディズニーを滅ぼすというのは、神話であり、そもそも彼らは東洋のディズニーを目指さずユーロアニメを目指していた。

　そして目指すべきユーロアニメもまたない。
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手塚にかえれ！　をプロモーション？







手塚にかえれ！　は出せるのか？


 　マンガの本、である。マンガが載っているのではなく、マンガに関する事が載っているのである。

　いろいろな事を溜めている。

　その話を中心は手塚がいない、それでマンガ業界は無くなるという事はないが、中心核は無くなり、語るべき周縁で終始するという問題点が「手塚にかえれ！」の主題になって、しまった。

　本当に「しまった」と思う。

　横山光輝がいろいろとテレビ番組タイアップして、人気はあっても、中心にいて、横山を語る＝マンガ全体を語るにはならない。タイトルをあげれば鉄人 21 号や仮面の忍者赤影、魔法使いサリー、三国志と話題には事欠かないが、横山好きには訴求するが、その他の人は、何か物足りない。

　三国志、通行手形の有無を問われて、「そんなものは無い！」というスガちゃんのギャグが通用しない。（当時の菅官房長官だった菅さんが記者との応答で出た政界名台詞）

　なんとか、手塚は教養として読まれる。

　そのため、アニメ史だと手塚以外が無かった事として語られる。上映会文化があって、そこに手塚が来ていたりして実験アニメ制作も併行して存在していたのは、ちょっと調べればわかることである。（このあたりは、近年は『テレビアニメ前夜』等の津堅信之さんがいい仕事をしている）

　スタジオジブリ中心史観も世代交代で、それも終わろうとしている今、ジブリ中心史観がもう古い。しかし、正直商業面でもジブリを語るのは、苦しい。

　手塚中心主義には疑義があるのは、何年も前から言われている、マンガの方では崩御前から言われていた。マスに伝えるためには、手塚のような中心核が必要なのだが、周辺や中堅作家軍（彼らがいないと語り落ちる）を批評すると、客がつかない。（さいとうたかをが他の劇画家に嫌われるような企業人としての発言）

　またジャンルとして劇画がきつい。

　劇画の説明をしないといけないのに、劇画の説明を求められていない。

　手塚中心主義のように、語られないのが、劇画である。

　東と西で分けないといけないが、赤目プロと劇画工房に東西が分かれているとも、単純にいえない。

　手塚マンガに比べれば、複雑だから大人の観賞にも耐えうるジャンルだが、時代が経つと、「複雑だからわかりにくい」になる。

　こうして劇画そのものは、廃れているという事実は共通の認識で　送り手も受け手も共有できる。

　意識的に見ると、ヒット作は、実はある。

　『進撃の巨人』は間違いなく、劇画の影響下にある。

　それはあまり、言われていない。

　そのため、私だけの世迷言と、思われているのではないかと、心配になる。アニメの製作現場では、『進撃の巨人』を「劇画タッチ」で作画して、と指示されていたようだから、結果的に「このマンガのジャンルは劇画である」と批評してくれていた。

　一応、わかりやすく「貸本期（潜伏期間）」「メジャー進出期」「衰退期」「長い冬眠期」があって、おそらく「最後のルネサンス期」を迎えているのだろう。劇画史は国民が忘れた、失伝した歴史、『進撃の巨人』の中でも似たような事が語られている。

　新伝奇という変な言葉を作って、だけど御大筒井康隆を怒らせた太田編集長のように、新劇画であったというのは、講談社発で、大日本雄弁会講談社発でなんとかならなかったのか、とは思うが大伴昌司のようなアジテーター（例の「一枚の絵は一万字に勝る」）がいなかったので、仕方ないと思われる。

　ムリヤリ「『鬼滅の刃』は新劇画でした」と、ヒット作にあやかって言うのも、おかしい。正確には、新劇画ではなく『進撃の巨人』フォロワーであり、進撃派（マンガのイェーガー派）であって新劇画ではないようだ。（劇画は壮大な桃太郎から離れる）

　このたとえがわかるか、白土三平がムリに少年誌（「少年」「少年マガジン」）に描いていたマンガ『サスケ』や『ワタリ』と、『鬼滅の刃』は似ていると言えば、「なるほど」と膝を打つ人がいない。打つ膝が痛かったり、「糖尿病で膝から下がないんですよ」と言うお年寄りである。すでに鬼滅じゃなくて入滅している人も、ちらほら。（昔の赤本劇画でやりたかったことを官憲は今『鬼滅の刃』で回収しているのか？）

　劇画を知らないではなく、新劇画として売らない戦略だったかもしれない。

　そもそもマンガを知らない？

　進撃フォロワーである事はわざわざ書くまでも無く、九つの巨人から九つの柱で、画数じゃないだろ、というのは野暮なんだけど、ラブライブ的９人野球なのか、私が「Ｕ２」で書いた説が正しいのか、これはマンガ好きか、映画好きかでネタ元がどちらか、の見解が分れるようだ。同じように総合格闘技を知る人とまったく知らない人では、意見が違う。それで、一つの神の奪い合いのように、キリスト教徒とムスリムの激しい戦争になる。

　「映画が元ネタか、マンガが元ネタか、アリスソフトさんの前でいう事です」

　と、別れろ切れろは芸者の前で言う事のギャグを知らないと、そもそもわからないだろう事を書いても、しょうがない。『風雲児たち』のギャグ注で何にでも応用がきくけど、皆わからなくなった。

　元ネタがわからなくなった。

　同じことが劇画に起きた。

　予備知識で全国民共有の『進撃の巨人』という逃がした巨大な魚を、もう一度釣ろうとして、釣り糸を何度も垂らして成功したのが、『鬼滅の刃』である。ヒットまで十年かかっているのだが、全国民共有である。

　国民全体が知っている事なのであえて書くが、ジャンプ編集部に持込して、鳥島編集者の「ボツ」を食らって、マガジンに拾われて連載が始まった。「別冊少年マガジン」の歴史を知っていると、一度「別冊」は休刊（事実上の廃刊）になり、それが出版業界では珍しい復刊があって、折りよく劇画の復活に合わさって、雑誌のコンテクストと作品のコンテクストが合っているのだ。（鳥島編集記者についても鳥山明とのやりとりを知らない世代には「何が書かれている」のがサッパリである）

　その一致があって、ヒット作になったのは、別の感動がある。

　これを知らないのは国民ではないのではないか、歯に衣着せなければ、無知を恥じない人。だから、『鬼滅の刃』が流行っている理由がわからないと、首を傾げる人は、『進撃の巨人』も知らないで、そんなのわかるわけがない。

　確か竈炭次郎くんのセリフに、「悔しいな」と続けて「壁を乗り越えたら、また新しい壁がある」と、あったはずだが、何度も「壁」があった。ジャンプマンガが十年間『進撃の巨人』という壁を越えられないで、もがいていたのだ。

　その時期をすっぽり抜いてる。

　私も具体的には、作品名をあげられないけど、なんとなく『進撃の巨人』を目指して、十週で打ち切られたマンガはざらにある。ヒットしたモノだけ、見えているだけなのだ。

　新劇画が生まれたのも、私以外のマンガ読みには、あんまり伝わっていない。もしかしたら、マンガ編集部でも、わからない。（だから『巨人』を逃す？）

　それよりも、ダークファンタジーで、『進撃の巨人』みたいで、残酷描写で、カベがあって等、それは弾を撃っても、当らないだろう。ガワを真似しているだけでは、無駄弾を撃っているだけになる。『フェルマーの最終定理』に出ているガンマンたちの決闘の問題じゃないんだから。

　実際、アニメ『ピンポン』は面白かったけど、ピンポンフォロワーは討ち死にしまくっていたのは、そういう無駄弾を撃っているだけなのか、ちゃんと次は当てようとしているのか、結局マネするだけが楽なんだよね。いしかわじゅん先生みたいに「エピゴーネン」と批判する人は、少ないのかもしれない。ジャンプは『ファブル』のマネを、貪欲に出来るからね。（変わらないジャンプイズム）

　『オタク学入門』には少年マンガ雑誌の戦国時代のような覇権争いの事を出汁にして語る「少年マンガ国盗物語」の章がある。

　雑誌「サイゾー」の更科修一郎さんの連載みたいに、いつも少年マンガの話題をしているが、こうして中高年が少年マンガを読むのはどうしてなのか、少年よりも高年齢層の読者を取り込むことを劇画がやっていたから。

　みなもと太郎先生が言っているように、さいとうたかをが団塊世代向けのマンガをうちだそうと、劇画工房と一部考えが一致していたのである。

　一コマ大人漫画（カリカチュア）は時事ネタをやるから、世界情勢の「時事ネタ」を消化する『ゴルゴ 13 』に昇華するのは、さいとうの営業（みなもと太郎先生との対談で明かされている）の賜物だろう。

　原始的とはいえ、マーケティングでマーケットの持続をはかる（さいとう側）のと、手塚児童漫画の表現を広げて先を描く（辰巳側）は分れる。

　その中高年が劇画史を過去に追いやった。劇画史が現役世代のものじゃなくなる。手塚児童漫画すら、わからない時代になる。

　手塚すらわからないから、「手塚にかえれ」だと。

　もしかしたら、後に劇画ルネサンスと語られるかもしれない。ディズニールネサンスは確かにあったが、結局、平面アニメ映画の継続的製作をディズニー社はやめる。

　最後の輝きだった･･･小山さんの『マンガの玉手箱』を読むと、なかなかに面白い事を書いているのに、ぜんぜん再評価されていない。著作権的な引用図画の利用も、論文作成で知識があったのだろう、正しくしている。引用図画のルールをちゃんとわかっている。

　本人は大学で職を得て、マンガ研究を今でも続けてマンガを学問として学生に教えるという、一見恵まれているように見える。こういう学者さんの言葉も、求められていないようだ。

　私自身も「てづかに帰れ！」で手塚語りは終了になると思う。


 
 





寺田ヒロオの描いた風景


 　米沢嘉博『戦後野球マンガ史』には、「手塚治虫のいない風景」という副題が書かれている。

　その“手塚治虫がいない”とは、どういう事か？

　手塚マンガには、野球描写があまり無い。原稿 15 万から 20 万枚に及ぶ量がありながら、ＳＦ描写に比べたら圧倒的に少ない。スポ根が描けないのである。スポーツの話題も、『アドルフに告ぐ』には冒頭「前畑がんばれ」の連呼はあるが、スポーツマンを主役にしたら、ドーピングするかしないか、ブラックジャックのような医者に「改造手術」を受ける、その是非を問う葛藤をドラマに描いてしまうだろう。あれほどのドラマツルギーに精通した大家がスポーツを題材にしたドラマを描かないのである。

　結論は、寺田の描いた物語が、何度も再話されるというのが、戦後マンガの風景である。

　『ドカベン』とは、『背番号０』で語られた野球マンガを水島のフィルターを通した物語になっている。『スポーツマン金太郎』の熊が岩鬼になっているともいえる。すでに新聞記事のスポーツ欄を模したような作画もある。

　里中とはきっと桃ちゃんで、生子くんは渚に、影山君が影丸となり、ロベロくんがフォアマンになっているようだ。

　キャッチャー大山主将が山田に、そしてキャプテンである事がちばあきおの『キャプテン』となり、後の戦後マンガに受け継がれる。女子が活躍する野球マンガは、全てキミ子ちゃんが起源だ。ついでにキミ子ちゃんと瓜二つは、里中と瓜二つの光高校の荒木新太郎にあり、それは戦後マンガに散見される双子トリックのひとつである。

　神様・川上哲治でさえ打ちあぐねた痛んだボール。その変化・バリエーションが超スローボールやフライボールとなる。不知火が殿馬の投げる山形のスローボールを見たから、超スローボールを投げるようになったように、テラさんのマンガを読んできたから、描かれているマンガだ。

　『一休さん』も『スポーツマン佐助』であろう。

　『球道くん』の球道「球けがれなく、道けわし」とは、寺田の学童善導主義の変奏であり、それはそれは険しい道だ。

　しかし本当に野球マンガによって、善導されてきたか、疑わしい。少年野球によって酷使され、障害児童が生まれているなどは、ほとんど報道されない。（２０２１年九月にて水落雄基容疑者の行った球児への性搾取が新聞・テレビの大手メディアで取り上げられない点で傍証されよう）

　おとぎの国に近い牛若丸伝説を模した弁慶高校が、明訓を倒すというのは、必然的であり、武蔵坊と義経光の二人、これも『スポーツマン金太郎』や『スポーツマン佐助』を合わせたような身体の大きな人物（熊）と朴訥な人物（金太郎）のキャラクター造形を繰り返す。

　読者が団塊世代のマンガ読みなら、みんな気づいている。

　つまり“手塚治虫がいない”風景とは、忘れられた風景である。

　交点０の意味する背番号ゼロ、山田らが０が付いた 02 、 05 、 01 と実名選手と被らないためと思われるが、背番号０を引き継いでいるのである。

　寺田の死の前後に、こうして『プロ野球編』が始まっていることは、特別に記さなくてはいけない。テヅカ・イズ・デッドがあったように、テラダ・イズ・デッドがあった。果たして、それを忘れて野球マンガを読めばいいだろうか？

　金ちゃんが黄金世代の巨人の選手たちと戯れていたように、実在選手たちと、ドカベンたちは野球をする。まさに“手塚治虫がいない”風景の完成である。

　これらを知らないのは、蜘蛛を昆虫と思っている豚児と同じ。おそらく、『ドカベン』の文庫で解説をするタレント・プロ野球選手たちはテラさんを通過していない。そのため、私の『ドカベン』の相対的評価は、ドカベンファンに比べて、低い。

　絶対値は間違いなく、名作野球マンガの水準値を越しているが、しかし歴史的名作品群もまみえると、評価指数や相対的な正規化も図られ、どうしても値が下がってしまうのだ。これは手塚マンガでも同じ事、歴史的相対差、同時代作品と比べて読むと、見劣りする作品は数多くある。

　大野一雄『バットくん』から受け取ったバット（バトン）をリレーする、高橋源一郎の「文学者は、たったひとつの文学という物語を書き繋いでいる」というように、「たった一つの野球マンガという試合の投手リレーをマンガ家たちはしている」のだ。

　受け取るのは、バットなのか、ボールかは問わない。人気がなければ降板や代打を出され、人気があれば続投し、守備交代で代えられることはない。

　大友克洋が「皆、手塚の手の平にいる」ように、野球マンガを描くという事は、「寺田ヒロオの背中を追う」ことだったのだ。

　実践を兼ねたことを言えば、たとえギャグマンガであっても、寺田の背を追う。プロ野球を舞台にした『金太郎』から枝分かれした『野球狂の唄』、さらに『パイレーツ』等もさかのぼれば、ベースボールコミックの樹木の下には、石森の表した若葉の下にゾウがいたのだ。付け加えるなら、大野一雄の『バットくん』が連載された「漫画少年」を手にした。

　人気が無いと剪定される。実がなる前に、摂られる事で終わった作品もあったろう。

　しかし、りんご園農高の品種改良の試験のように、自然実生がいずれ、大きな果樹となり、それがたまたま『ドカベン』だった。中には、隣の敷地に落ちる実もある。それはサッカーの敷地かもしれないし、戦車の敷地かもしれない。

　寺田ヒロオを考察した以上、テラさんのピンチヒッターを引き受ける気は毛頭ないが、野球マンガを描くとは、兄になれなかった人の背中を追うことなのだ。

　『背番号０』には、亡くなった息子さんを自慢するおじいさんが登場する。息子の部屋には晩になると、いつも明りが点される。これが野球の未来の姿だとは思いたくない。しかし、『野球崩壊』によって、とっくの昔に検証は終わっている。あれは今だったのだ。

　テラさんの描いた風景を、球界がついに描いてしまったのである。


 
 ＊後日、「兄になりたかった人」に収録は、されない。何故ならPubooの悪リニューアルで再編集ができなくなったから。「てづかに帰れ」に収録される予定。

　『戦後野球マンガ史』を読めば、今、書いてきた事は語られている。しかし、標本の年代測定的ラベル貼り、資料網羅に徹して米沢はここまで書かない。関川いしかわのような標本・原石をブリリアントカットにするとは、こういう事。本を読んでもらえば、わかる。クローズドマジックをしてから「これが種明かしです」みたいな、「美学に反する事」かもしれないが、米沢や関川いしかわがやっている相対差はちゃんと読み比べればわかる。

　ひとつ水島には礼を言わなくてはいけない。

　『あぶさん』の最終話「あぶさん大吟醸」で景浦が世話になった恩人に酒を手向ける。あれが寺田ヒロオの事を暗喩していたなら、感謝しなければならない。







書評　標本査定とマンガ表現論の間に引かれた五線譜　『まんがの玉手箱』


 　小山さんの『まんがの玉手箱』は、宝島社が出したムック「マンガの読み方」よりも、先駆けている。

　しかしやや表現論より一歩二歩下がっている。そこは否めない。後退というより、先んじた嫌いがある。後に言われた間白の概念もあり、個人でここまで出来たのは、褒められていいが、いかんせん、再評価が成されたという話は聞かない。

　それが宝島社のムック「マンガの読み方」の評価との大きな差になっている。

　正確には標本を削りだして、ブリリアントカットにする関川夏央さんといしかわじゅん先生、このグループと夏目房之介さんらマンガ表現論グループの中間に存在する。信用におけないなら、彼らの著作物を一通り読んで、このマッピングが正しいか、本当に調べてほしい。

　資料が手に入りにくい、という問題さえクリアできれば、追えるだろう。（近所に米澤嘉博記念館があればすぐわかる）

　現代の読者には、歴史を探っていく手引書になるのだが、現在の書籍との接続が無い。

　接点があってもよさそうだが、表現規制についての件でも、原律子のマンガを引用しているが、これは『エロマンガ表現史』でも孫引きすべき、表現側と規制する当局とのやりとりを戯画化したサンプルとして扱うのは、適切だ。

　批評なら孫引きだって、別にしてもいい。

　「ＢＳマンガ夜話」で安彦良和本人が「わからない」と言っていた、動きの作画について、伊藤剛さんの安彦良和の「動きの作画」について語られた評論では、いしかわじゅん先生のマンガ批評を引用、池上遼一と大友克洋、両方を二つを比べている引用図画も孫引きして、どのような動きを表現しているかの大友断層、大友以前以後がわかりやすく二つが例示された事で、理解できる。

　その図画を引用して語っている。安彦さんは画力が優れているのに、表現は大友以前だから、ニューウェーブ世代からは「動きが描けない」と言われてしまう。（いまだに安彦さんは文句を言っている）


 　話を戻して、小松左京の兄は、手塚を「器用なヤツ」と評していたという。

　ピアノを弾いた後、フルートを吹くという楽器を習ったことが無い人間には、離れ技を披露しているのだが、もともと芸達者で、『TATSUMI』でも辰巳ヨシヒロのエピソードでもわかるように、画芸も達者で、東京の先行する漫画家たちが手塚を頭から押さえたかったから、それがフォロワーを遇してトキワ荘を中心とした手塚党と呼べる集団を作り、さらに劇画工房が西で発生し、後に虫プロにいた安彦さんとの関係の逆になっている。


 　そして音楽理論でマンガを読み解く、という離れ技を小山さんはしている。正直、ここがなかなか発展しなかった。 30 年来、ほぼ平成の数とともに鍵を弾くがごとく奏でられることは無かった。（マニアックなマンガ学会での報告・批評に目を通していないので、確定されたわけじゃないが）

　スージー鈴木さんが語っているように、ジャズ理論は大学で学ぶもので音楽理論は音大の外以外では、ほんのさわりしか学ぶ機会が無い。

　手塚の持つ音楽学の大系を読み解くこと、それがなかなか理解されなかった。

　ちゃんと楽器を習った人のマンガの読解は、手塚が受けた音楽教育が透けて見える。


 　先達の失敗に倣った、同じ轍を踏んでしまったとも言えるかもしれない。

　漢詩の真髄として五言絶句は起承転結、これを四コママンガにも適用して、四コママンガの描き方の基本にしている習わしが長らくあった。これは漢詩を学んでいる事を前提である。だいたい逆転現象で四コママンガを描く時に言われた起承転結を、四コマ＝絶句（四句）であると、先に理解してしまう。

　「五言絶句は四コママンガです」と教える先生はいないが、学生は「四コママンガなんだな。五言絶句って」と、思っている。

　マンガで日本語文法、漢字かなまじりの文字表記、マンガの表現論でも触れられている。


 　和漢洋が出来ていた頃は、これでよかったかもしれない。

　「漢詩を中学高校の教育から抜いた方がいいのでは？　社会に出たら役に立たないし、他の教育にカリキュラム時間を使った方がいい」と言われるような時代だと、四コママンガは起承転結と通じなくなる時代になりそうだ。（反論として中国でビジネスをするなら中国語をマスターする前に漢文の素養があった方がいい）

　漢文の知識を得る前に起承転結を教えても、そもそも応用ができないのではないか。

　つまり、音楽学の基礎がなければ、読み解けない。

　元々、楽譜の表記が、左から右であるのが、問題ではないのか、と思う。

　右綴じで左へ向う、ほとんどの日本マンガの読み方の反対である。和譜では反対になっているだろう。

　ピアノの大譜表が、高音パートの右手と低音パートの左手に位置し、ピアニストは、暗譜したら脳内で学譜を 90 度回転させて鍵盤を弾く、その訓練を幼少期から受けている。

山下洋輔がやる両手を交差させて鍵盤を弾くのは、楽譜で読めなかったりする。まともな運指ではないからだ。

　義務教育の音楽教育依存の悪い目が出ている気もしないではない。教育されたから嫌われる。

さらにピアノ教室に通う子と差がある。無用に劣等コンプレックスを刺激し、音楽強者が配慮していなかった、というのも考えられる。

　高畑勲のアニメは音楽学の基礎を学ばないと、わからない事が出てきて、そのため大衆性を失い、観客動員数に表れるという問題も、語られづらい。

　翁と子供達がポリフォニーで名前をいい合う、どれだけ大衆がわかるか？　アニメーターもわかってなかったかもしれない。

　手塚の音楽学の集大成となるはずだった『ルードウィヒ・Ｂ』は未完であるため、音楽学で読み解くもまた未完成に終わってしまう。

　検証不足だが、山田学・月尾嘉男の「風雅の技法」が

　完全平均律の表象・意匠化になっている、

　その平均律の視覚化がすごいは、これもまた前提として平均律のすごさを知らないといけない。この平均律があるから、シェーンベルクの十二音技法があり、調律が意味を無くした。私も十二個の穴をあけた口だ。（これでも「サイレントエフェクト」の作者だから）

　そしてジョン・ケージの「４分 33 秒」、これをマンガ化した川原泉の作品がある。音楽の積み重ねられた歴史があって、マンガの積み重ねもある。音楽史をペン線でなぞっているのだ。

　四コママンガは十二音技法で作る、という音楽の共産主義と言われた方式を「マンガの芸」としてやってのけるのも、ありだと思う。漢詩の五言絶句の真髄で四コママンガを描くのが定型化されるなら、可能だろう。

　すでにそれは佐々木マキのマンガに詩的、エクリチュールが先に立つ、韻文や起承転結から解放された散文を越えた場に、辿りついている。

　村上春樹の『風の歌を聴け』の表紙画に佐々木マキを起用するのはそのメッセージが込められる。それはわかりやすい現代文学に回収されてしまいかねない。

　現在、テレビ番組で「関ジャム」「ザ・カセットテープ・ミュージック」ら音楽学をある程度、語られる時代になった。

　そういうテレビ番組が出てきている昨今、見直しがされてもいいのでは。


 　『まんがの玉手箱』の再評価を願う。

　玉手箱の中には、白い煙ではなく、青い鳥でなく楽譜が詰まっているのだが。
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Ｕ２と２ＵＦのプロモーション


 　Ｕ系のプロモーションといっても、すでにやっているネタ、

　Ｕ系が、ＵＷＦやＵＦＣのことだと、そもそも、知らない人は、この電子書籍を読まないだろう。


 　続きのような、「Ｕのプロモーション」


 　Ｕはプロモーションをほぼしなくても、売れる。

　Ｕ２は微妙な数字だ。（タグに劇薬ブルース・リーを入れてしまったからか？）

　タグに「真実への鉄拳」を入れた方がいいかもしれない。

　映画ファンは『イップマン』伝説を信じているけど、格闘技観賞の玄人ら目聡く情報を知っている人は、みんな知っていた。ＵＦＣショック以後、状況を見ると「もしかしたら、空手にすら、負けるかもしれない」と、思われていたかも。

　その話はさんざ他で、やるから、この場ではやらないが、だけど、衝撃は強かった。

　まさかNHK-BSでそういう取材をしてくれるなんて。ブタになって、音声も加工して、「ここだけの話」と伝えてくれたわけじゃない。顔出しＯＫの格闘家

　ちがうところでは、顔にペイントをしなくては

武術協会が中国政府寄りで、

　プロレス論大好き

　プロ野球ファンは地上波で深夜にしか放送が無いので、プロレスファンは積極的にそういう活字を求めている。

『野球崩壊』で、積極的に活字を求める野球ファンはもういないのかも、


 　いいお客様で大事にしないと。

　大事に仕方がわからない。

　Ｕ２を書いている段階で、『ブルース・リー伝』と『真説佐山サトル』を読んでいて、ブルース・リー伝説はプロレスラーの猪木っぽい


 ＊　途中までの　まだ完成に遠い







衝撃　真実への鉄拳を観てしまった


 　ＶＶＦこと、ヴァーリトゥードな『バーチャファイター』を、テキトー感いっぱいに作ろうという、企画を拵えたのだが、そんな戯れ、パイディア溢れるチャイルディッシュな遊びに水差すように、海外買い付け番組ではない直接ＮＨＫが取材したドキュメンタリー番組で、「真実への鉄拳」（ＮＨＫＢＳ１）がＢＳで放送され、地上波でも深夜に放送された。

　エンケンがナレーションで、朝の連続テレビ小説「てっぱん」では、血の繋がらない育ての娘に「お前の親を殺したのは、このオレだ」と、『湯けむりスナイパー』みたいな元殺し屋役だと思ったら、そんな事なかった肩透かしで肩とどこかを脱臼しそうな、いつの間にか碧富士の得意技になってしまった。

　内容も肩透かし！　ではなくヤノマミやイゾラドを観たような、衝撃。まったく知られていない未開の存在を見たの正反対！　思っていた通り。絶対値は間違いなく高い。立場によって正になるか、負であるか、あるいは「虚数」にすぎなかったか、ブルース・リーやジャッキー・チェンなどの拳法映画を信じている人には負の数だ。ジェット・リーの事は忘れよう。

　ＵＦＣを中心とした歴史を知っていると、なんとなくわかっていた。

　知ってた。

　 30 年程、平成と同じくするだけの年の数を経ているので、その約 30 年間で更新がない人向けの映画が、『イップマン』シリーズであり、それはチャイナフィスト・エクスプロイテーション？

　もうネタ出ししていいや。

　「Ｕ２」でも書いたとおり、中国拳法幻想があるのは、もう、否めない。

　知ってた。（二回目）

　本当に何度も繰り返すけど、その通りの事が描かれていた。

　『ブルース・リー伝』を書いたマシュー・ポリーが総合格闘家としてやってみた。翻訳されていないから、浸透していないが、パイ・シャオリン、白人の少林寺拳法家が、総合でどこまでやれるか、自分自身で試したのだ。それについては、「本を読め」とKindle UNlimitadで読めるとしか、いえない。

　ＶＶＦでも彼をモデルにしたキャラクターを出してアキラが弟子入りする予定だった。その予定は無くなって、よかったけど。（それはバーチャの復活がないということ）

　番組内容は総合格闘家である徐暁冬が中国拳法家と対決した「事実」を取材して番組にしたのである。

　そりゃ、中国拳法家が総合格闘家と戦ったら、いじめになるだろう。

　徐暁冬に拳法家の正拳突きがまったく通用しない。たとえると、『BECK』で柔道部の主将のあて身が力也くんに届かないように、当らない。

　それを現実の真剣勝負で見せられたら、「ああっ!!」となる。

　「これが君達が憧れていた中国拳法の現実だ」と、悪のコブラ会であるが誤記してしまったコブラ団が主催でトーナメント？　つまりシャドルーは中国拳法家が強いという事を喧伝する悪の組織だった、と。


 ＊　２ＵＦに「バーチャ・バーリトゥード・ファイター」とともに収録予定だが、収録しないかも。

　企画断念の始末書。
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プロレスはもうプロフェッショナルレスリングの略ではない


 　野球のように、プロ野球とアマチュア野球は地続きにルールがほぼ同じで、金属バットを使える事や事故防止の安全性ルールがアマチュアの方は厳しいぐらいである。

　アマチュアの流派は分れていることは分れているが、プロレスのようにかけ離れているわけではない。複数のアマチュアレスリング、フリースタイル、ＣＡＣＣ（キャッチ・アズ・キャッチ・キャン）、グレコローマンと、プロレスは遠い。

　三角ベースや軟式野球ぐらいの差はできてしまうのか、クリケットとベースボールぐらい離れているのか（略）

　プロレスリングからさらにプロレス、セレブリティは英語圏では有名人だが、日本の呼称のセレブは大金持ちの意味になるように、略称体で意味が変わる。プロレスもそれに似ている。それはどのくらいの変化かというと、日本の寿司が、海外では花火を付けるのが寿司という、輸入変化のような大きく変わってしまう。

　アマチュアレスリングの選手が、陸上や水泳のナショナル戦士のように、企業とプロ契約を結んだら、プロレスラーなのか、
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問題の答え







特別内容紹介の穴埋め問題の答え


 以下の文は「くそ四コマ漫画　二」の内容紹介です

・内容紹介

　「オレたちは

　悪の【ホーキング博士来日阻止運動デモで一斉蜂起】だ」


 　終わりかけている【サイバーコネクトツー】で、女性もけっこう読んでいた「MEN’S ONLY」 01 から 07 に掲載していた、くそ四コマ漫画をまとめた【水島新司】に酷く憎まれる本。

　マンガのクエリティーは低いけど、心意気は無駄に高い、内容を尻たければBOOTHにある【太田光】の横本（SideBook）を閲覧すると、わかる。（わからないかもしれないが学習教材マンガと同じ内容でPixivに会員登録して手続きして「ファンメイクでもＤ！」を読むな！）

　お求め安い価格で提供する【公園での性犯罪オリンピック開催】の出血大サービス。

　「もぐらのクルシク」のパクリで【ピラニア軍団】が攻めてくるぞ。

　Ｅテレには貸しは無いけど、借りができてしまう。聞き出して掘り出すのは、「なのはんフェイト　人間ではない予報」！

　ぼくの名前は　なのはん（【ナチス党】）♪

　【綿の国★】の名前は　フェイト（悪党）♪

　二人で性根をたたき出すぞ！

　【エコノミックアニマル】人間を丸裸（物理的）♪

　【ツーコンのマイクにおならを拾わせる三国くん】な！　ことも♪

　【お兄ちゃん】ダメ！　なことも♪

　ぐりぐり　【目潰し】

　ヤンマーに著作権がある歌の替え歌の替え歌も掘っちゃいけないよ。そんなところ。

　「四コママンガって本当に面白いね」


 　検索キーワードに惜しくも漏れた候補は「やおきん」「一兆円トーナメント」「【三角マーク】」「お金を払ってくれる女性は特別です」「スラハラ」「」のスラムダンクナイン。「【ミスター（長嶋）】」は無し。ワード漏れ。（作者のラジオネームだから優勝しても使用は厳禁）

＊　痔っちゃダメ　は痔を触っちゃダメを縮まった言語学でもちゃんとある用語で、説明しない。


 
 事後報告

　プリントミスがあり、正解は全て　誤り　であると判明いたしました。

　謹んでお詫びいたします。







問題の答え2


 特別内容紹介の穴埋め問題の答え　を特別にマルキ・ド・佐渡高校　プロ野球編に　コンバート　ユーリティリプレイヤー。


 以下の文は「くそ四コマ漫画　二」の内容紹介です

・内容紹介

　「オレたちは

　悪の【桑田真澄】だ」


 　終わりかけている【東京おベンジャーズ】で、女性もけっこう読んでいた「MEN’S ONLY」 01 から 07 に掲載していた、くそ四コマ漫画をまとめた【満田●也（ロリコン）】に酷く憎まれる本。

　マンガのクエリティーは低いけど、心意気は無駄に高い、内容を尻たければBOOTHにある【失禁（四津金）】の横本（SideBook）を閲覧すると、わかる。（わからないかもしれないが学習教材マンガと同じ内容でPixivに会員登録して手続きして「リンガンの習作文がところどころ載っているよ！」を読むな！）

　お求め安い価格で提供する【球辞苑（と同価格）】の出血大サービス。

　「もぐらのクルテク」のパクリで【世界最強プエルトリコ】が攻めてくるぞ。

　Ｅテレには貸しは無いけど、借りができてしまう。聞き出して掘り出すのは、「なのはんフェイト　人間ではない予報」！

　ぼくの名前は　なのはん（【自慰党】）♪

　【メルセデス】の名前は　フェイト（悪党）♪

　二人で性根をたたき出すぞ！

　【ナカダシックアニマル】人間を丸裸（物理的）♪

　【アイ・ドント・ライク・ノウミサン】な！　ことも♪

　【菊池くん】ダメ！　なことも♪

　ぐりぐり　【ゲリピー♪】

　ヤンマーに著作権がある歌の替え歌の替え歌も掘っちゃいけないよ。そんなところ。

　「四コママンガって本当に面白いね」


 　検索キーワードに惜しくも漏れた候補は「やおきん」「一兆円トーナメント」「【菊池くんがあるのは愛人に訴えられたからです】」「お金を払ってくれる女性は特別です」「スラハラ」「」のスラムダンクナイン。「【ミスター（長嶋）】」は無し。ワード漏れ。（作者のラジオネームだから優勝しても使用は厳禁）

＊　痔っちゃダメ　は痔を触っちゃダメを縮まった言語学でもちゃんとある用語で、説明しない。


 
 事後報告

　球辞苑って百円だったんだ。

　受信料と同額じゃないのか？
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